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サーバー運用について
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棚ＰＯＷＥＲのプログラムや各マスターは、ユーザー個々のパソコン
（クライアント）で管理する「スタンドアロン運用」だけでなく、社内サー
バー上で一元管理する「C/S運用」「WEB運用」にも対応しています。

棚ＰＯＷＥＲのプログラムを一元管理する場合は「アプリケーション
サーバー」が、マスターを一元管理する場合は「データベースサー
バー」が必要です。

必要なサーバー環境が整えば、棚ＰＯＷＥＲ側は環境設定を変更する
だけで運用の変更が可能なため、自社にあった運用スタイルを選択
する事ができます。

本書では、棚ＰＯＷＥＲの利用環境による違い、必要な設定について
紹介しています。
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棚ＰＯＷＥＲ利用環境の選択
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棚POWER用ＤＢサーバー

マスター

クライアント

利用環境：クライアント
利用環境：クライアント
＋サーバー環境を使用

利用環境：サーバー 利用環境：サーバー

マスター マスター

ダウンロード 常時接続

リモートデスク
トップ接続

•棚ＰＯＷＥＲは各クライアントに
インストール

•マスターも各クライアントで管理

•棚ＰＯＷＥＲは各クライアントに
インストール

•マスターはサーバーで一元管理
•マスターをダウンロードしてパソ
コンの持ち出しも可能

•棚ＰＯＷＥＲは各クライアントに
インストール

•マスターはサーバーで一元管理
•ネットワーク外へのパソコン持ち
出し不可

•棚ＰＯＷＥＲはサーバーにインス
トールし一元管理

•マスターもサーバーで一元管理

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

•SQL Server
•Oracle

•SQL Server
•Oracle

•SQL Server
•Oracle

棚POWER用ＤＢサーバー

専用ＵＳＢプロテクタ

棚ＰＯＷＥＲ環境設定で利用環境を選択

棚ＰＯＷＥＲ

マスター

クライアント

専用ＵＳＢプロテクタ

棚ＰＯＷＥＲ クライアント

専用ＵＳＢプロテクタ

棚ＰＯＷＥＲ クライアント

棚POWER用ＤＢサーバー

棚POWER用APサーバー

棚ＰＯＷＥＲ
（ライセンス管理）

マスター
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必要な設定（各クライアント）
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●基本設定

環境設定の変更だけで対応できます

・データベースとの接続設定

・サーバー上の画像フォルダー指定

●サーバー設定

利用環境：サーバー

利用環境：サーバーＤ

Ｃ

利用環境：クライアント
＋サーバー環境を使用

利用環境：クライアント

Ｂ

Ａ
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必要な設定（各クライアント）
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クライアント・サーバー間でのデータやりとり

環境設定の変更だけで対応できます

利用環境＝「クライアント」＋「サーバー環境を使用する」場合は、データ移行タブ
からデータのアップロード/ダウンロードが行なえます。

ダウンロードは、都度の手動ダウンロードだけでなく自動ダウンロードの設定も可
能です。

自動ダウンロードの頻度、
対象データの選択を行なえます。

棚割モデルを編集する際に、不足している商品情報・商品
画像を自動でダウンロードする事も可能です。

利用環境：クライアント
サーバー環境を利用Ｂ
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必要な設定（サーバー側）
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サーバーOS ：Windows Server 2008 ／2008R2 ／ 2012 ／ 2012R2 
サーバーDB ：SQL Server 2008 ／ 2008R2 ／ 2012 ／ 201４ または Oracle 11g ／ 12c 
クライアントOS  ：Windows Vista ／ 7 ／ 8 ／ 8.1 ／ 10

◆動作環境

１．サーバーＯＳの
インストール

２．データベースの
インストール

３．Oracleクライアントの

セットアップ（Oracleのみ）

５．棚ＰＯＷＥＲと
データベースの接続設定

６．データベースに
各種マスターテーブル作成

７．動作確認

１～３：サーバー、データベースの導入（ユーザー様で行なうか、システムベンダーへご依頼ください）

４～７：棚ＰＯＷＥＲを接続するための「サーバー調整」 （以下はサイバーリンクスで有償対応しています）

・画像情報フォルダーを作成し ネットワーク共有。

※クライアントから参照、更新できる環境が必要。
パスワード認証が必要な場合、棚ＰＯＷＥＲから
接続できませんのでご注意ください。

・データベースサーバーへＳＱＬ Ｓｅｒｖｅｒ
またはＯｒａｃｌｅ をインストール。
・棚ＰＯＷＥＲ用のデータベースを作成。
・データベース接続用ユーザーＩＤを作成。

※ユーザーＩＤの権限は「参照」「更新」「テーブル作
成権限」が必要です。

・棚ＰＯＷＥＲのサーバー環境設定。

※接続設定をするクライアントの数が多い
場合は、ユーザー様での設定作業をお
願いする場合がございます。

・各種テーブルの作成。

利用環境：サーバー
（データベースサーバー）

利用環境：サーバー
（データベースサーバー＋
アプリケーションサーバー）

Ｃ Ｄ利用環境：クライアント
サーバー環境を利用Ｂ

４．サーバーへ棚ＰＯＷＥＲ
のインストール

・アプリケーションサーバーへインス
トール。

・ライセンス管理を実施。

Ｂ Ｃ Ｄ Ｂ Ｃ Ｄ Ｂ Ｃ Ｄ

Ｂ Ｃ Ｄ Ｂ Ｃ ＤＤ Ｂ Ｃ Ｄ

・必要に応じて旧環境からデータの
移行も実施。
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【参考】基幹系システム連携によるマスター自動更新
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棚ＰＯＷＥＲサーバーと基幹系の他システムとで商品マスター等のデータ連携が可能。

パッケージシステムなので最小コストで導入でき将来のマスター仕様変更にも対応。

棚ＰＯＷＥＲの商品情報や商品画像、売上情報マスターの自動更新が可能。

基幹系システム

データベースサーバー

棚POWER クライアントPC

マスター
一元管理

マスター連携

簡単配信
•サーバー上で常駐プログラムとして起動し、常にフォルダ監視を行います。
•コマンド受信フォルダへ送られたコマンドファイルの指示に従って処理を行います。
•処理結果（終了ログファイル）をFTP送信（又は送信フォルダへ格納）します。
•これにより基幹系システム側に大きな変更を加えることなく連携が可能となります。

TP-INOUT

FTPサーバー

受信フォルダ
処理ファイル

コマンドファイル

終了ログファイル

FTP送信

フォルダ監視

処理棚POWER
DBサーバー

コマンドファイル
商品情報マスター
商品画像マスター
売上情報マスター

基幹系システムから

終了ログファイル

基幹系システムへ

マスター連携のための専用パッケージ「ＴＰ－ＩＮＯＵＴ」
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